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健康・体力の向上

自主・自律

責任感
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勤労・奉仕

公正・公平

思いやり・協力

生命尊重・自然愛護
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総　合　所　見　及　び　指　導　上　参　考　と　な　る　諸　事　項

生　徒　氏　名

項　　目

基本的な生活習慣

項　　目

公共心・公徳心

学　　年学　　年

総合所見及び指導上参考となる諸事項については、生徒の成長の状況を総合的にとらえるため、以

下の事項等を文章で記述する。
①各教科，総合的な学習の時間の学習に関する所見

②特別活動に関する事実及び所見

③行動に関する所見
④進路指導に関する事項

⑤生徒の特徴・特技、部活動、学校内外におけるボランティア活動など社会奉仕体験活動、表彰
を受けた行為や活動、学力について標準化された検査の結果等指導上参考となる諸事項

⑥生徒の成長の状況にかかわる総合的な所見

記入に際しては、生徒の優れている点や長所、進歩の状況などを取り上げることに留意する。

ただし、生徒の努力を要する点などについても、その後の指導において特に配慮を要するものがあ

れば記入する。
また、学級・学年など集団の中での相対的な位置付けに関する情報も、必要に応じ記入する。

さらに、通級による指導を受けている生徒については、通級による指導を受けた学校名、通級によ
る指導の授業時数、指導期間、指導の内容や結果等を記入する。通級による指導の対象となっていな

い児童生徒で、教育上特別な支援を必要とする場合については、必要に応じ、効果があったと考えら

れる指導方法や配慮事項を記入する。

各項目の趣旨に照らして十分満足できる状況に
あると判断される場合に、〇印を記入する。


